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眠 ら ぬ ダイ ヤル 始 ま る
社会 福 祉 法 人 愛 曳 １ １ い の ち の ｊ 電 話 協 会 理 事 長 長 岡 利 貞

長い間、市民の皆さんにお約束してまいりま

した、名古屋いのちの電話「２４時間体制」がこ

の５月１日から始まりました。これで都市の機

能に必備とされている電話相談がいよいよ本格

化したことになり、名実ともに眠らぬダイヤル

が実現したわけであります。これは私たち関係

者だけの喜びではなく、電話相談の本来の意義

を理解しておられる方、これの実現を待ちわぴ

ておられる市民の方々の慶びであると思います。

振り返りますと十数年前、名古屋にも「いの

ちの電話を」という市民の声に励まされて、昭

和区の一角に昿弧の声をあげました（：１９８５）。

それから社会福祉法人化、全国研修大会の主管、

それに日頃の地道な研修活動、これらはいずれ

２４時間体制への準備の期間でもありました。

ただその拠点がやや手狭であることや、２４時

間体制に移行するには困難な事情があったため

に、かねてから適地を他に求めてきましたが、

格好な地がありませんでした。思いあぐねてい

ましたところ、はからずも私たち「名古屋いの

ちの電話」の開設以来の後援者の方のご好意で、

好条件でしかも交通至便の地に移ることができ

ました。

２４時間体制が出発したということは、ただ受

信時間が延長になったということだけにとどま

りません。いまや電話社会は大きく変わりつつ

あります。ポケットベル・携帯電話は言うに及

ばず、電子メール・イソターネットなどコミュ
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ニケーショソの方法はめまぐるしいぱかりに変

動しています。まずこの状況に対応していかね

ばなりません。また最近では公私にわたり電話

相談を名乗る機関に族生の感があり、その需要

は飽和の状態にあるものとおもわれます。この ’ ‘ ゛Ｓ

ような状況のなかにあって、「いのちの電話な

らではの電話相談とは何であるのか」がつよく

問われるのは当然であります。

いのちの電話が発足した当初、設立の目的の

ひとつに自殺予防を重要な役割と掲げ、危機介

入をモデルとした対応や研修が重んじられてき

ましたが、昨今の利用者の実態をみてみると、

このモデルではとらえることができないような

複雑かつ困難な事例が増加していることがわか

ります。これらの新たな問題に対応するために

は、一段と斬新な方法が開発され、それにふさ

わしい研修のありかたが問われることになりま
や

しょう。

２４時間体制への移行を機会に、これまで積み

残してきた課題を整理しまた検討し、その解決

のために新しい一歩を踏み出すことができれば

幸いです。

この移転と２４時間体制への移行という大きな

事業にたいして、多くのかたがたから物心両面

にわたるご援助をいただきました。この紙上を

お借りして厚くお礼を申し上げると同時に、今

後とも私たちの活動にたいして、ご理解とご鞭

拙をお願いいたします。
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い の ち の 電 話 の 訓 練 研 修 で 、 い ち ば ん 大 切 に

し て い る こ と は 「 気 づ き 」 （ ア ウ エ ア ネ ス ） と

い う 事 柄 で す 。 世 間 一 般 で は 、 研 修 と い う の は

知 的 学 習 で あ り 、 技 法 の 習 得 で す か ら 説 明 し て

も な か な か 理 解 し て も ら え ま せ ん 。 私 が 最 近 訳

し た 電 話 カ ウ ン セ リ ン グ の 本 の 中 で、 「 気 づ き 」

以 外 の 何 か よ い 訳 語 は な い か と 考 え 、 結 局 「 意

識 の 洗 い 直 し 」 と い う よ う な こ と ば

で 表 現 し ま し た 。 説 明 を す れ ば 、 感

受 性 を も っ て 自 分 自 身 と 他 者 に つ い

て の 理 解 を 深 め る と い う こ と で し ょ

う 。 善 意 や 知 識 だ け で 人 を 援 助 す る

こ と は 出 来 ま せ ん 。 そ れ ど こ ろ か 援

助 を 妨 げ て い る の は 、 よ い 援 助 関 係

を つ く れ な い 援 助 者 自 身 で す 。 そ の

こ と に 気 づ か ず、 ま た 相 手 の 気 持 ち

に も 気 づ い て い な い こ こ ろ の 課 題 が

あ る の で す 。 相 談 貝 自 身 の 気 づ き と

人 間 成 長 な し に は 他 者 の 相 談 に あ ず

か る こ と は 出 来 な い の で す。

私 は 、 東 京 い の ち の 電 話 に 木 格 的

に か か わ る 前 に 、 米 国 の あ る 小 都 市

の い の ち の 電 話 で 研 修 を 受 け た こ と

が あ り ま す 。 そ の 時 同 じ エ ソ カ ウ ソ

タ ー ・ グ ル ープ に い た キ ャ シ ー は 、

知 的 で 魅 力 あ る 献 身 的 な 女 性 で 、 良

い 学 歴 と 幅 広 い 教 養 を 持 っ て い ま し

た 。 け れ ど も 研 修 グ ル ー プ の 中 で は

な か な か 自 分 の 気 持 ち を オ ー プ ン に

す る こ と が 出 来 ま せ ん で し た 。 他 の

メ ンバー は 一 向 に グル ープ の 中 に 入 っ

て こ な い キ ャ シ ー を 持 て 余 し て い ま

し た し 、 彼 女 も そ れ を も ど か し く 思 っ
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て い ま し た 。 と こ ろ が ち ょ っ と し た 出 来 事 に よ っ

て 自 分 の 問 題 に 気 づ き 、 初 め て 自 分 の 経 験 を 話

す こ と が 出 来 ま し た 。 そ れ 以 来 彼 女 は 大 き く 変

わ っ た の で す。

そ れ は 彼 女 が ま だ 若 い 母 親 で あ っ た 時 、 ３ 歳

に な っ た 長 男 を 亡 く す と い う 悲 し く ま た 痛 ま し

い 経 験 で し た 。 こ の 経 験 は 彼 女 を う つ 状 態 に し 、

な か な か 立 ち 直 る こ と が 出 来 ま せ ん で し た 。 そ

れ で も 彼 女 の 高 い 教 養 と や や 保 守 的 な 信 仰 に よ っ

社
会
福
祉
法
人
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電
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て 取り乱すようなことにはならず立ち直りまし
た。そうした経験に耐え、あたかも何事もなかっ
たかのように、少なくとも人にはその悲しみや

辛さの片鱗すら示さなかったのです。不幸の中
にあっても、愚痴や不満を語らず、忍耐して弱
音をはかず誇り高く微笑みをもって生きるとい
うのが彼女の身上でした。だから、人のめそめ

と
い
う
こ
と

「
気
づ
き
」

｜

そした 繰 り 言 や く ど い 訴 え は な

か な か 聴 け ま せ ん で し た 。

し か し 、 微 笑 み な が ら も 涙 が

出 て 来 て 仕 方 が な い 自 分 、 そ れ

を 受 け 止 め て く れ る 仲 間 が い る

と い う こ の 経 験 は ま さ に 新 し い

「気づき」でした。

し か し 研 修 グ ル ープ の 中 で 、

キ ャ シ ー は 自 分 の 辛 く 悲 し い 出

来 事 を 初 め て 話 す こ と が で き 、

し か も 仲 問 が み ん な で そ れ を 受

け 止 め て あ げ た 時 、 彼 女 は 身 悶

え し て 、 た だ 泣 け て 泣 け て 仕 方

の な い 経 験 を し た の で す 。 そ れ

は あ た か も 最 初 の 悲 劇 を 再 体 験

し た か の よ う で し た 。 自 分 の 肉

親 で さ え 受 け 止 め て く れ な か っ

た 悲 し い 経 験 を 、 い の ち の 電 話

の グ ル ープ が 受 け 止 め た の で す。

こ の 出 来 事 は 彼 女 の 、 人 間 は こ

う あ ら ね ば な ら な い と す る 、 と

ら わ れ て い た 気 持 ち を 自 由 に し

ま し た 。 そ れ ま で の キ ャ シ ー は
ｊヽ相談を受けても、相手のネガティ

ブな気持ちに触れることが苦手
で、自殺問題などは逃げたい思

い で し た 。 そ れ が こ の 経 験 以 来 、 相 手 の ネ ガ テ ィ

ブ な 気 持 ち に 沿 っ て 聴 く こ と が で き る よ う に な

り ま し た 。 自 分 の 弱 さ が 受 け 止 め ら れ た と い う

思 い の 中 で 、 彼 女 は こ こ ろ の 癒 し を 経 験 し 、 援

助 と は 何 か を 学 ん だ の で す 。 こ れ は キ ャ シ ー 個

人 に と っ て も 、 相 談 員 と し て も 大 き な 成 長 で し

た 。 ボ ラ ン テ ィ ア 自 身 の 成 長 な し に は い の ち の

電 話 は あ り 得 ま せ ん 。
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１ ９ ９ ８ 年 度 事 業 報 告

常務理事木本精之助

長 岡 利 貞

豊 田 寿 子 、 笠 原 嘉 、 野 村 純 二 、 鈴 木 郁 雄 、 岡 部 快 圓 、 木 本 精 之 助

内 河 恵 一 、 小 山 勇

長 岡 利 貞 、 西 沢 信 正 、 水 谷 魏 、 山 口 幸 男 、 加 藤 迪 春 、 梶 原 寿 、 川 原 恵 、 柿 本 大 真 、 木 島 正 司

兼 田 智 彦 、 長 井 潤 、 安 藤 和 彦 、 浜 下 訓 子 、 常 富 佳 子 、 キ ース ハ ソ フ リ ーズ

社会福祉法人愛知いのちの電話協会

１９９８年度事業の概略を報告させて頂きます。愛知いのちの電話協会の電話相談活動に、この年度もかわらぬ
ご支援を賜りました賛助会員、賛助法人並びに寄付者（個人及び団体）の皆さまに心よりの感謝を申し上げ
ます。また一年を通じて一日の休みもなく奉仕頂きました相談員の方々の御苦労にあらためて敬意と感謝を

申しあげます。

（匡茎薩互）
開局１４年目となった１９９８年度は、長岡利貞新理事長以下理事、評議員の構成を新しくして、組織の若返り

を 図 り つ つ 、 活 動 の 全 般 に わ た って、 新 し い 飛 躍 と 前 進 を 願 って ス タ ー ト し た 年 度 で あ り ま し た 。

電話相談の受信件数は、年間総計１３、９８９件、開局以来の受信総数は１９２、２０７件（９９年３月末）に達しました。

世 間 で は 、 依 然 と して、 い じ め 問 題 や 児 童 虐 待 等 へ の 憂 慮 も あ り 、 い の ち の 電 話 へ の 社 会 の 要 請 や 期 待 は ま 。 、 １

すます強まっていくことが感じられます。こうした情勢を反映して、携帯電話業界大手の１ヽヽＪＴＴドコモ東海

か ら 同 社 社 会 貢 献 と して い の ち の 電 話 へ の 短 縮 コ ー ド 設 置 の 提 案 が あ り 、 名 古 屋 、 浜 松 、 岐 阜 の セ ソ タ ー に

に 賛 助 支 援 を 頂 ける こ と と な っ た 。 そ の ほ か 、 こ の 年 度 新 し く 法 人 賛 助 会 員 に 加 入 頂 い た 会 社 も 例 年 に 比 し

て 増 加 し 、 冷 え 切 っ た 経 済 環 境 下 に も 関 らず、 い の ち の 電 話 に 対 す る 世 間 の 関 心 の 強 ま り と 期 待 の 大 き さ に

責任を痛感させられる年でありました。

相談員養成講座は、年度の半ば１０月より第１１期養成講座を開講し実施中であります。当初５０名を定員とし

た募集に対し、１００名を越える応募があり、現在８０名が受講中であります。ボランティア活勁についての世

間の関心の高まりと、養成講座の内容についての評価の然らしむるものと考えられます。相談員の継統研修、
スーパー ビ ジョソ は 前 年 に 引 き 統 き 、 新 し い 方 式 を 採 り 入 れ 進 行 中 で あ り ま す。 相 談 員 諸 氏 の 熱 意 と 訓 練 指

導をご奉仕下さる講師の方々の尽力に感謝と敬意を表わす次第であります。
一般市民の間に「いのちの電話」を印象づけたいとの願いをもって企画いたしました「フリーマーケット」

「 か ん ぽ 心 の 健 康 増 進 セ ミ ナ ー 」 「 チ ャ リ ティ ーコ ソ サ ー ト 」 な ど は 、 総 務 委 員 を 中 心 に ボ ラ ン ティア の 奉

仕によりいづれも好評を得ることが出来ました。

当年度の最大のトピックは２４時間体制の実現についてでありました。開局以来の悲願でありました「眠ら

ぬ ダイ ヤル 」 は 、 開 局 当 初 よ り の 賛 助 会 員 内 川 正 邦 氏 の 好 意 と 誠 意 溢 れ る 提 案 に よ り 実 現 の 道 が 開 け、 ほ ぽ
一年に及ぶ準備と計画の作業を重ねて１９９９年４月末にはセソターを移転し、５月１日より２４時間受信、眠らぬや

ダイヤルが実現することとなりました。

深 刻 な 不 況 の 統 く 、 き び し い 経 済 環 境 の 中 に も 、 充 実 し た 活 動 が 与 え ら れ 、 資 金 の 上 に も 必 要 な も の を 与

え ら れ 、 更 に は 、 開 局 以 来 の 念 願 達 成 の 道 が 開 か れ た 記 念 すべ き 年 で あ り ま し た 。 ご 支 援 を お 寄 せ 下 さ る 個

人、法人並びに団体の皆さまに厚く御礼申しあげます。

理事長
理 事
監 事
評議員



総務委員会報告

総 務 委 員 会 の 役 割 に つ い て

こ の 委 員 会 は 、 設 立 準 備 委 員 会 か ら 始 ま って 訓 練 委

員 会 と 役 割 を 担 い あ い 、 当 初 は 運 営 委 員 会 と 称 し ま し

た が 、 総 務 委 員 会 と な り 、 訓 練 ・ 財 務 委 員 会 と と も に

理 事 会 ・ 評 議 委 員 会 を お 支 え して、 い の ち の 電 話 の 組

織の円滑な運営のお手伝いをしています。

け れ ど 委 員 会 で 話 さ れ る 内 容 が 多 岐 に わ た り 、 そ の

性 格 が 、 訓 練 ・ 財 務 の よ う に は っ き り して い る 訳 で は

あ り ま せ ん の で 「 何 を して い る か 」 よ く お わ か り に な

ら な い 方 も い ら っ し や る と 思 い ま す。 私 は 、 ご く 単 純

化 して 申 し ま すと 「 い の ち の 電 話 」 の 働 き の 社 会 へ の

ぐ郷？蒙と、そこに関わる相談員、ボランティアの方が、
ｉヽヽろいろな面でよりよく関われるためのお手伝いをす

ることだと思っています。

そ れ は 、 こ の 一 年 間 の 委 員 会 で の 主 な 議 題 を 知 って

いただければお分かりいただけると思います。

この一年間の主な議題は、以下の通りです。
・フォーラム９８について

・ チ ャ リ ティ ーコ ソ サ ー ト に つ いて

・ フ リ ーマー ケ ッ ト に つ いて

・ か ん ぽ 心 の 健 康 公 開 講 座 に つ いて

・賛助会員募集について

・２４時間体制の実現に向かって

・新センター開設・移転の件

① 工 事 内 容 に つ い て

② み こ こ ろ セ ン タ ー 感 謝 会 と 眠 ら ぬ ダイ ヤル 発 足

記 念 の 集 い
ｒ こ れ ら の 事 項 に つ き ま し て 、 そ の 企 画 ・ 立 案 と 評 価

反省を行ってまいりました。

これらの中でも最大の大きな喜びは、新しいセンター

が与えられ、悲願の２４時間相談がスタートしたことで

す。しかし、新しい歩みを始めたぱかりですので、ハー

ド・ソフトの面での問題、また直接相談に関わられる

方 々 の ご 苦 労 が 多 く あ る こ と と 思 い ま す。 そ れ ら の こ

と の 、 よ り 良 い 解 決 と 工 夫 の た め の 力 と 助 け に な れ る

こ と が 、 こ の 委 員 会 の 大 き な 使 命 で あ る と 考 えて い ま

す。

（総務委員長長井潤）

- ５ -

訓練委員会報告

１！｝９８年度は名古屋いのちの電話開設以来の懸案であっ

た２４時間受信態勢の実現に向け七大きく前進した一年

で あ っ た 。 訓 練 委 員 会 の 主 な 活 動 は 以 下 の よ う な も の

であった。

０９８年度の登録相談員数は１６３名であった。登録の必

要条件である前年度スーパービジョソの未終了者２４

名には督促を行い全員が無事に条件を満たした。

９８年度の他センターよりの移籍者は１名、長期欠席

申請者は１１名であった。

０１１期生の募集は８月に開始し、１４０名が応募、面接

の結果１００名の受講を決定した。１１期Ａと１１期Ｂの

２ ク ラス を 開 講 し 、 基 礎 訓 練 と ロ ールプ レ イ は 月 曜

と 火 曜 に 、 講 義 は 合 同 で 研 修 を 行 い 、 年 度 末 ま で に

第一課程を終了した。第二課程は９９年度上期で終了

を予定し、１１月頃の認定を目指している。

○継統研修は９７年度より採用している新制度の２年目

に 入 っ た 。 問 題 点 は 、 ベ ル の 会 の 話 し 合 い 研 修 の 月

と 講 師 に よる 研 修 の 月 と で 出 席 率 が 極 端 に 異 な る グ

ル ープ が あ り 、 出 席 率 を 維 持 す る 工 夫 を 求 め た い 。

年 間 ４ 回 以 上 の 継 統 研 修 欠 席 者 に 対 して は 、 登 録 更

新の条件としてレボートを課した。

０９８年度のケース研究は「性」をテーマとして８月８日

に行った。約３０名が出席し活発な話し合いが行われ

た 。 今 年 度 は ケ ース 提 供 者 が 確 保 で き ず １ 回 し か 開

催できなかったので、９９年度は継統研修の中で検討

さ れ た ケ ース の 提 供 な ど も 呼 び か け て 活 性 化 して い

きたい。

○ 新 た に 訓 練 委 員 と して 水 谷 巍 氏 ・ 高 本 紀 子 氏 の ２ 氏

に 委 嘱 し た 。 相 談 員 の 増 加 に よる 仕 事 量 の 増 大 と 、

前 訓 練 委 員 長 の 理 事 長 就 任 に 伴 う 欠 員 に よ る 仕 事 量
の 集 中 に 対 応 す る た め で あ り 、 い の ち の 電 話 で の 訓

練 担 当 経 験 者 や 各 委 員 経 験 者 の 中 か ら 専 門 領 域 や 学

職 等 を 考 慮 して 選 考 し 、 訓 練 委 員 会 で 協 議 の 上 決 定

した。

０９９年３月には９９年度のための登録更新研修を行った。

当 初 予 定 し た ２ 回 の 研 修 会 に 加 えて 更 に ２ 回 を 追 加

し 、 合 計 ４ 回 の 登 録 更 新 研 修 会 を 開 催 して よ う や く

全 員 の 登 録 更 新 研 修 を 終 え る こ と が で き た 。 ご 協 力

く だ さ っ た 相 談 員 、 事 務 局 員 、 訓 練 委 員 諸 氏 に 感 謝

し た い 。 （ 訓 練 委 員 長 山 口 真 人 ）



財務委員会報告

１９９８年度の決算と今年度の予算を報告します。
当年度も、依然として低迷するままの景気動

向の中にありましたが予算対比で収入は９２％に
とどまったものの、支出を８９％に抑えて収支の
均衡を保つことが出来ま、した。
皆様方のご理解とご協力に感謝致しておりま

す。
しかし、無難な推移の中で賛助会費の対前期

伸率がＡＢＣランクの間で変化が現れたことは
今後の展開への示唆ではないでしょうか。
今年度の予算は、景気の好転が未だ望めない
ことと新施設での２４時間体制ぺの移行を踏まえ
て収入は手堅く前年のｉ（ｊ％減、支出は新施設で
の諸経費のうち賃貸料は確定しておりますが、
共益費、水道光熱費、クリーニング費、駐車場
料金など未確定費目を抱えておりますので予備
費を計上致しました。
従いまして、新施設でのスタート後これら費
目の支出が略々把握出来た段階で予算を補正す
る必要があります。各部署からのデータの提供
を今かちお願い致しておきます。・
何 れ に して も “ 入 る を 量 っ て 出 る を 制 ず 心

構えを求められることは今年もかわりがありま
せん。
こういう財務上からの事情に加えて、電話相

談本来の姿勢を保ちつつその存在価値を失わな
いよう社会的役割を担っていかなければなりま
せん。
１２時間体制から２４時間体制へと規模が２倍に

拡がるにつれて、不具合や不合理や冗費が漫然
と膨れ上がっている事はないか、お互いに点検・
不良在庫の棚卸しをしてみなければならないと
思います。
心底から電話相談を必要としている人達に回

線が優先して使われていけるように、ご寄付さ
れた浄財を決してムダにしないように努めて、
時にはボランティア活動の本源に立ち戻って究
明してみることも必要だと思います。
電話相談の切なる要望に応えるだめに総務、

訓練、財務各委員会の相互理解を一層深めてゆ
くことは私どもの大切な務めと存・じます。

（財務委員長加藤迪春）

１９９８年度収支決算

科 目 ９８年度決算

助 成 金
賛助会員（Ａ）
賛助会員（Ｂ）
賛助会員（Ｃ）
会費（個人）
会費（法人）
相談員友の会会費
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年 末 募 金
特別事業収入
講座受講料
基金募金収入
事業収入計

Ｌ１５０，０００

Ｌ５８（），０００

６３０，０００

ｊ１６５，０００

３１０，０００

５，７７５，０００

１５５，０００

Ｌ（）２５，６９２

１，０９９１５９

：１．，（官能８５０

１，３６３，３９１

３，４９０，０００

１８，０８７，０９２

受 取 利 息
雑 収 入

３２１，８８４

三蚤８２６

収 入 計 １８，４９９，８０２

教育・訓練費
広 報 費
調査研究費
会 議 費
特別事業費
連盟負担金
諸 会 費
職 員 給 与
法定福利費
旅費交通費
退職給与引当金
保 険 料
共 益 費
水道光熱費
営 繕 費
通 信 費
文具・印刷費
消 耗 品 費
雑 費
固定資産取得費
基 金 繰 入

事 業 支 出 費

４，１７１，３９０
５２２，８６４
３０ミ訟０
１６，３７１
５８８，５４１
３２１，０００
１８３，８００

６，３４１，５１０
６７，９５０
９４７，９７０
６００，０００

１，４４０，０００
！｝６０，０００
４１，２８６
５５９，６４９
５８０，５４９
１８４，２０６
１６５，２９７

１．？゙，７２２，６５３

雑 支 出

支 出 計 ］．７’，７２２，６５３

収 支 差 額 ７７７，１４９
前 期 繰 越 金 １，５９０，４６３
次 期繰越金 ２，３６７，６１２

- ６ -

１９９９年度予算

科 目一
助 成 金
賛助会員（Ａ）
賛助会員（Ｂ）
賛助会員（Ｃ）
会費（個人）
会費（法人）
相談員友の皿睦
寄付金（個人）
寄付金（団体）
年 末 募 金
特別事業収入
講 座 受 講 料
基金募金収入

受 取 利 息

雑 収 入-
収 入 計一
一
教育・訓練費
広 報 費
調 査 研 究 費

費
費
金
費
与
費

業
担
給
利

議
事
負
会
福

別
盟
員
定

会
特
連
諸
職
法
旅 費 交 通 費
退職給与引当金

料
料
費

険
貸
益

保
賃
共
水 道 光 熱 費

費
費
費

繕
俯
信

営
予
通
文具・印刷費
消 耗 品 費
雑 費
固定資産取得費
基 金 繰 入

出

１，４１（Ｘ），０００

２，１００，０００

１，１００，０００

｛；００，０００

３５０，０００

６ｊ｝００，０００

２１０，０００

１，５００，０００

１，０００，０００

１，１００，０００

１，２５０，０００

１，２００，０００

１００，０００

１４０，０００

１５０，０００-
１８，２００，０００一
一
２ｊ２０，０００
７００，０００
１３０，０００
５０，０００
６５０，０００
３３０，０００
２００，０００

６，５７０，０００
７０，０００
９４０，０００
６００，０００
２０，０００

２，４００，０００
；３００，０００
５００，０００
７０，０００
４００，０００
６００，０００
５５（），０００
２００，０００
２００，０００

１００，０００



『一ノ

眠らぬダイヤル発足記念寄付者

畏 岡 利 貞 中 川 鋪 子 水 谷
伊 藤 美 江 子
岡 崎 和 子
太 田 喜 久 雄
生 田 純 子
水 野 真
浦 下 桂 子
山 口 真 人
小 栗 厚 紀
藤 垣 鎮 雄
竹 村 絹 子
初 井 敦 子
榊 田 陽 子
浅 野 喜 代 子
服 部 昭 子
永 井 洋 子
寺 田 悳 英
舟 橋 い さ ゑ
田 中 健 次 郎
山 下 昌 子
石 川 昌 夫
小 島 丈 夫
磯 部 優 美 子
中 村 か つ 代
竹 内 宏 子
秋 田 あ や 子
前 田 勝 昭
ア ース 石 産
吉 田 好 枝
水 谷 真

青 木 裕 子
森 崎 康 宜

ｒ 伊 藤 美 佐 子

伊 藤 宗 太 郎 加 藤
前 田 豊 子 横 地
豊 田 江 美 小 出
石 田 妙 美 水 野
野 田
上 田
柳 滓

晏 子 梨 本
きよ
幸輝

畏 岡 稔
星 野 陽 子
山下タカ子
山 口 幸 男
辻 巻 真
国 井 煕 子
中村巳佐子
西 洋 信 正
加 藤 義 也
志 村 澄 江
酸 沢 直 次
文珠紀久野
木本精之助
吉岡満智子
亀 井 光 代
桜 井 淳 子
家 田 鷹 子
加 藤 倫 子
鈴 木 栄 子
鎌 田 蓉 子
中村寞理美
大 戸 伸 子
大 嶽 恒 雄
小石川恵子
西村洲衛男

鈴 木 ひ さ 子 浜 本 孝 子
西 垣 覚 長 岡 稔

安 藤 和 彦 上 野 美 子
福 田 昌 男 石 田 弘 幸

幾 田

巍
迪春
欣也
芳典
由吉
将代
淑子

会 渾 俊 三
岸 正 倫
神 田 喜 代 子
市 川 徳 政
野 々 垣 美 保
藤 吉 康 司
中 野 悦 美
宮 内 順 子
松 浦 三 千 夫
牧 岡 恒 夫
伊 藤 み つ 子
猿 沢 治 子
鏡 味 泰 雄
松 岡 朱 美
近 藤 和 子
今 西 尚 子
塩 屋 畏 子
四 日 薫
塩 野 高 子
佐 藤 あ さ 子
鈴 木 杉 江
竹 内 文 子
鈴 木 郁 雄
下 村 徹 嗣
浅 野 恵 美 子
原 口 芳 明
中 村 和 彦
荒 山 真 喜 子
笠 井 康 助

兼 田 智 彦
内 川 正 邦
三 上 茂
中 川 晋 介
神 谷 勝 弘
青 山 玄
加 藤 み ゆ き
小 川 邦 泰
大 脇 な ほ み
小 川 貝 智 子
野 村 紘 子
子 安 崇 雄
黒 田 忠 嘉
田 畑 洋 子

井 坂 津 矢 子
相 馬 康 人
中 島 正 子
須 田 静 代
片 山 主 水
佐 々 木 広 子
片 岡 満 雄

森 川 信 子
見 木 靖 美
佐 藤 紀 子
原 セ ツ
小 山 恒 生
細 田 智 津 子
小 林 久 徳
桐 林 真 紀
神 戸 政 治
村 上 く み 子
永 田 輝 代
稲 垣 吉 孝
宮 内 英 夫
吉 田 敏 男
榎 戸 佳 子

白 木 由 紀 子
松 本 勝 正
岩 田 鍍 -
橋 本 良 男
持 田 宜 夫
片 岡 ミ チ エ
志 村 信 夫
市 川 真 康
富 永 美 恵
加 藤 厚 子
服 部 由 美
高 木 博 文
鈴 木 豊
吉 田 聖
舟 橋 弘
清 水 道 子
川 村 佳 代 子
・ 梶 原 久 江

浅 野 恵 美 子
塚 田 道 生
林 喜 代 乃
畏 谷 川 幸 子
長 谷 川 倭 子
宮 里 及 子
細 川 美 代 子
橋 本 信 江
菊 池 幸 子
加 藤 実 男
堀 尾 勇 夫
林 恵 美 子
近 藤 祐 昭
太 田 重 一
河 村 公 子
伊 藤 小 百 合
安 井 充 子
林 温 江

小 嶋 洋 -
三 田 村 と ま 子
石 田 喜 代 子
林 周 子
坂 東 信 吾
高 橋 郁 子
斉 藤 喜 世 子
森 岡 鎗
遠 山 千 寿 子
中 川 幸 子
野 村 純 一
早 川 鈎
菅 和 世
武 嶋 米 子

鈴 木 弘 之
大 野 佳 子
安 藤 知 津 子
１ 川 崎 秀 子

鳥 井 寛
宇 佐 見 保 子
小 笠 原 ・ 覚
鈴 木 よ う 子
矢 満 田 篤 二
笠 嶋 登 美 子
田 沼 育 子
渡 辺 佳 津 子
冨 江 真 佐 美
近 藤 直 枝
平 野 登 美
舟 越 信 三
大 賀 吉 弘
刑 部 敦 子
佐 藤 辰 一
岩 崎 和 子
小 林 英 雄
紅 林 綾 子

湯 浅 康 正
森 茂 也
青 島 美 代 子
橋 本 芳 子
真 木 芳 子
寺 田 仁 計
川 村 敏 雄

本 田 健 次
林 純 子
水 谷 節 子
笠 原 嘉
梶 原 寿
岩 田 圭 子
榎 本 正 子
野 田 勝 子
須 藤 よ し 子
飯 塚 重 五 郎
石 黒 康 治
福 井 圭 子
金 子 範 子
竹 内 照 子
佐 藤 嘉 孝
溝 口 興 治
石 橋 邦 子
福 井 隆 二
岡 部 快 圓
河 村 久 子
戸 城 敦 子
寺 田 弘 子
演 田 和 子
木 島 正 司
神 野 啓 子
藤 田 紀 美 子
早 川 み ど り
水 谷 敦 子
浅 井 秀 明

専 念 寺 三 浦 俊 彦 薬 師 寺 柿 本 大 真 京 ケ 峰 岡 田 病 院 カ ト リ ッ ク 南 山 教 会 名 古 屋 西 教 会
カ ト リ ッ ク 神 言 修 道 会 復 活 ル ー テ ル 教 会 婦 人 会 永 沢 寺 岡 島 博 司 霊 友 会 第 ２ ７ 支 部 同 志 の 会
寂 光 院 松 平 安 胤 曹 洞 宗 玉 林 寺 早 川 一 味 日 本 キ リ ゛ ス ト 教 団 愛 知 教 会 壮 年 会 長 林 寺
名 古 屋 東 教 会 婦 人 会 宝 泉 寺 曹 洞 宗 慶 昌 院 徳 翁 院 安 井 良 法 祥 雲 寺 愛 知 教 会 婦 人 会
乾 徳 寺 曹 洞 宗 本 光 寺 功 徳 院 伊 藤 大 英 曹 洞 宗 岳 桂 院 曹 洞 宗 春 日 寺 曹 洞 宗 玉 林 寺
曹 洞 宗 弥 勒 寺 曹 洞 宗 円 通 寺 橋 本 晃 全 曹 洞 宗 長 松 寺 曹 洞 宗 白 毫 寺 曹 洞 宗 長 松 院
山 下 機 械 株 式 会 社 オ フ ィ ス コ ア 株 式 会 社 中 部 メ ル テ ッ ク 株 式 会 社 ア サ ダ 株 式 会 社
ト ョ タ 部 品 愛 知 共 販 株 式 会 社 黒 金 化 成 株 式 会 社 イ リ ヤ 化 学 株 式 会 社 代 表 取 締 役 入 谷 直 行
株 式 会 社 三 珊 ブ レ シ ジ ョ ソ 代 表 取 締 役 神 谷 昭 司 Ｎ Ｔ Ｔ 名 古 屋 支 店 東 海 理 化 電 機 製 作 所

‥ ’ （ ４ 月 ３ ０ 日 現 在 ）
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グラフで見る名古屋いのちの咩
０１４年間の受信件数の推移（１９８５年７月～１９９８年１２月）

１９８５年からの総受信数は１７２，２６５件で，相談員との会話がなかった無言電話３７，２４１件をのぞくと相談電

話の受信数は１３５，０２４件となります。（１９９８年１２月３１日現在）

１９９８年は１日あたり３３．９件の相談電話を受信しています。

（件数）

１８，０（Ｘ）

１７，０（Ｘ）

１６，０００

１５，０００

１４，０帥

１３，０００

１２，０００

１１，０００

１０，０００

９，０叩

８，０００

７，０００

６，０００

５，０００

４，０００

３，０００

２，０００

１，０００

０

１９８５．７～１９９８．１２

ｉ朧 無 言 -
女 性 ， ・

｜男 性 ； ‘
ｌ 胆 ’ ｍ

ｌ
ｌ 毀 朧 卜 ， ・ １ ； 冒 頭 １ ヽ 、 ＿ ＿ ノ 謳｜
ｆ 廳 幽 ｌ 四 回 、 ． １ ＝ ｓ ‘ ｜諮 回 目 。 ＝ 。 - 。 - ｊ

謳ご一・ｇ廼ｌｉ １ 題 置碁 朧
朧ｋ

皿§
識 認監１

１ 脳；
１・ ５２２４

一 ３９０５
朧 謳 皿

４９萄
、６３９２

匡 １

１ ４３０６ ３９１１ ・３９６６
Ｆ
Ｆ
Ｉ

４７００
３４６９ ４０９４ ４１２５１貢謳瀧

１１１ｙ １ 言論 謬言 １
ｊ°ｊ°｜

／，Ｉ‘’
４０７≒ １

１Ｆ 紬 鰯 射影 楷` こ ⑩ ブ ふ

籍ｊｙ -

鶯 亘９禦 懸 皿 款談 獣 額 辿、 で貰 聊辰
Ｓ７３ ７ 『 謳こ 匹 訟 皿 訟 惣 心 者

釈` ㈱… ヅ…漸１９０５
１
ｆ
ｌ
ｌ

章
４７１２ 脊硝 詣 司９７０ 圀琉， 訳偏

亨
苓 尚尚 詰 ㈲ 鸚 鋲誰 凱窓 除 回 Ｆ

謐 皇 遁 鐘 詣謳 溢 頴 詰 匯 ｋ ｉ梁

１９＆５．７～

（件）３，９４３

１９８６

９，１６３

１９８７１閲８１９８９１９９０１９９１１９９２１９９３１９９４１９９５１９９石１９９７１９９８

ｎ，６４８１７，１８３１５，１１６１２，６４３ｎ，６８８１２，４９３１３，６８１１２，６２０１２，３２１１２，２８９１３，１８３１４，２９４

電 話 相 談 と社会資源
電話相談のなかでさまざまな社会資源を使ったり、紹介することがある。

電話相談では「問題を解決する」ことよりもまず「利用者とのかかわりのなかで、解決の方法や
方向を見いだす」ことが中心となる。つまり、さまざまな問題を抱えて困っている利用者にたいし
て、誠実な聞き手・親身な協力者になることだと言われている。

電話相談員のなかには「ただ相手の話を聞くだけで相談が終わってしまうのだが、それでいいの

だろうか」といつも思っている人達もいる。しかし、電話相談員にできる最も重要なことは「相手
の話を聴くこと」なのだ。
このように考えると、電話相談での問題解決には地域社会やさまざまな社会資源とのネットワー

クが必要なのだろう。

- ８ -
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戸｀

○相談内容男女別の相談件数
（件数）

ｌ，０００

９００

８００７００

６００５００

４００

３００２００

１００

０

口男性５，９８９件臨盲圖

男 女｜

人
生

家
族

○男女別・年代別の相談件数

（件数）
４０

３０

２
０
１
０

０

Ｉ■ ¶ ■ ■ ■ ■ ｜

人
生

夫
婦

家
族

夫
婦

男
女

男
女

女性６，３９２件総件数１２，３８１件（１９９８．１～１２）

二祭臨：⊇ニ⊇二：：：

保
健
医
療

１１

” ｀ ” ” ” ・ ’ １

保
健
医
療

教
育

総件数

教
育

性
の
悩
み

性
の
不
安

９２件

法
律
経
済

法
律
経
済

そ
の
他

情
報
提
供

そ
の
他

情
報
提
供

（全体の０．７％）

相
談
外

相
談
外

” ・ ” ’ ・ ’ ¶

対
人
関
係

’ ・ ” ” ｜

○自殺指向電話の相談内容男女別件数（１９９８．１～１２）

牡 牛 … … … 麟 衆 性 ７ § 件

対
人
関
係

- ９ -
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＿ ｊタ一 ｔ ぶ ｀

ｙ

／

心
｀１べ、

み こ こ ろ セ ン タ ー ヘ の 感 謝 会
～

お 礼 の こ と ば

名 古 屋 い の ち の 電 話 が こ ん な に 恵 ま れ た 環 境 の

中で、１０数年も活励させていただきましたことは

全 国 の い の ち の 電 話 で も 数 少 な い 最 高 の 事 務 局 で

あったと自負しています。

そ の 一 つ に は 、 相 談 員 の 養 成 や 研 修 の た め に 丁

度 適 当 な 広 さ の ホ ール と 教 室 が 備 わ って い た こ と

で す。 そ の た め に 安 心 して 相 談 員 を ふや す こ と が

で き ま し た 。 そ の こ と で 思 い 出 し ま す の は 、 時 々

研修がこちらの都合で変更になる時がありました。

そ ん な 時 、 そ の 日 に な って 教 室 を お 借 り し た い と

お願いしたことが数えきれない程ありましたが、

い つ も 最 善 を つ く して 受 け 入 れてく だ さ い ま し た

ことにほんとうに感謝しています。

次にお詫びしたいことがあります。

私が帰るときは大てい１０時半を過ぎてしまいま

す。 事 務 局 を 出 ま す 峙 は 緊 張 か ら 解 放 さ れ ま す の

で、 つ い 、 話 し な が ら 非 常 階 段 を 降 り ま す。 途 中

で 「 あ っ 、 い け な い 。 神 父 様 が お 休 み に な って い

る … 」 と 気 づ き 、 話 は 止 め ま す が 、 今 度 は 靴 の 音

が 私 の 耳 に 大 き ぐ 響 き ま す。 「 神 父 様 ほ ん と う に

ご 免 な さ い 」 こ の こ と で ど ん な に ご 迷 感 を お か け

したでしょうか。

お許しくださいませ。

- １ ０ -

そ して、 非 常 階 段 の セ ソ サ ー に よる ラ イ ト は と

て も 助 か り ま し た 。 こ れも 大 き な 感 謝 で す。

「みこころセンター」といりこのすばらしい建

物 が 、 こ れ か ら も 多 くの 方 た ち の た め に 心 の 平 和

と 、 生 き て い く た め の 活 力 が 与 え ら れ る 場 所 と な

りますように祈っています。

ほんとうにありがとうございました。

（ 元 訓 練 担 当 斎 藤 延 枝 ）

眠らぬダイヤル２４時間受信体制の発足

名 古 屋 い の ち の 電 話 開 局 以 来 の 悲 願 「 眠 ら ぬ ダ

イヤル」発足おめでとうございます。

１９８５年、開局されて以来、２４時問受信体制にむ

け て、 相 談 員 は じ め 理 事 、 評 議 貝 、 各 委 員 の 方 々

の 意 志 が ー つ に 結 集 さ れ 、 眠 ら ぬ ダイ ヤル を 実 現

で き た こ と は 、 関 係 者 の 皆 様 の 努 力 の 賜 物 と 敬 意

を 表 し 、 悩 み 多 き 現 代 に い っ そ う 貢 献 で き る 事 と

信じています。

１９８８年１月頃小務局長の交代がありましたが、

第３期相談員の認定によって相談員も充実し、２４

時 間 体 制 の 準 備 の 為 に 施 設 改 造 の 資 金 が 丸 紅 基 金

から与えられ、みこころセンターのご了解をえて、

関 係 者 全 員 で 論 議 を 重 ね 、 施 設 整 瞳 も 完 了 し た の

でした。

その頃、相談員全貝から「２４峙間体制」に関す

る ア ン ケ ー ト が 集 計 さ れ た 結 果 、 時 期 尚 早 の 意 見

が多く、結実しませんでした。しかし、２４時間受

信相談は関係者全員の心の課題として常にあり、

社 会 福 祉 法 人 格 取 得 と 、 開 局 ５ 周 年 記 念 を 迎 え た

以 後 に も 有 志 に よ って 論 議 さ れ ま し た か 、 や は り

突 現 に 至 り ま せ んで し た 。 そ の 後 、 み こ こ ろ セ ソ

ターとの貸借契約から「２４峙間体制」実施は無理

な事が判明し、しばらく見送られてきたのでした。

し か し 、 私 た ち の 意 志 と 活 動 を 見 守 って 下 さ っ た

方 が お ら れ た の で す。 善 意 の 有 志 の 集 い と は 言 え

全 員 の 意 志 の 結 束 に は 時 問 と チ ヤ ｙ ス が 必 要 だ っ

たのでしょう。感謝です。

（元事務局長笠井康助）

〃
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ご援助ありがとうございます
１９９９年１月１日より４月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共

にご報告申しあげます。（順不同・敬称略）
なお、上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
理 事 長 長 岡 利 貞
財 務 委 員 会

賛助会員Ａ

岡 田 浚 子 佐 藤
鳥 井 寛 将 久 保

金城学院キリスト教センター

あ さ 子 平 岡 義 和
澪 子 田 上 文 蔵

金城教会福祉社会委員会

前
吉

田

田

豊
弘

子
明

佐
吉

利
枝

勝
好

藤
田

会 屎 俊 一

一

-

賛 助会員Ｂ

ｒ ｀ 岸 正 倫 浜 本 孝 子 粕 谷 靖 彦 初 井 英 夫 飯 塚 三 千 子 荒 川 容 子一
兼 田 智 彦 鏡 味 泰 雄 山 本 秀 樹 島 田 吉 枝 磯 部 理 恵 子 磯 部 隆 俊
森 岡 仙 寺 田 悳 英 森 崎 康 宜 榎 戸 佳 子

賛助会員Ｃ

中 谷 塩 子 棚 橋 千 珠 子 タ イ ス ・ ヘ ル ガ 中 井 加 代 子 浜 野 正 子 山 田 敦 代
水 谷 節 子

会 費

木本精之助

寄 付 金

伊 藤 雅 子 初 井 英 夫 松 岡 朱 美 高 橋 郁 子 荒 川 容 子 榊 田 陽 子
島 田 吉 枝 粟 田 昌 子 田 沼 育 朝 倉 夏 雄 ・ 建 子
カ ト リ ッ ク 岐 阜 教 会 壮 年 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 名 古 阻 中 央 教 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 豊 田 教 会 婦 人 会

名 古 屋 学 院 大 学 宗 教 部 名 古 屋 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ 日 本 キ リ ス ト 教 団 瀬 戸 永 泉 教 会 名 古 屋 北 教 会 社 会 奉 仕 委 貝 会
金 城 教 会 福 祉 社 会 委 員 会 布 池 カ ト リ ッ ク 教 会 金 沢 聖 霊 修 道 院

ｒ 賛 助 寄 付

株 式 会 社 岡 田 バ テ ソ トサ ー ビ ス ア スゲ ソ 製 薬 株 式 会 社 釡 戸 工 場 愛 知 ト ヨ タ 自 動 車 株 式 会 社 株 式 会 社 サ ン グ ツ
株式会社タケヒロ

助 成 金

中日新聞社会福祉事業団東海テレビ福祉文化事業団

ク リス マ ス 歳 末 募 金

平 野 昌 子 岸 正 倫 石 田 夏 枝 中 谷 聖 子
幼 き 聖 マ リ ヤ 修 道 院 カ ト リ ッ ク 半 田 教 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 豊 山 教 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 広 路 教 会
日 本 キ リ ス ト 教 団 中 京 教 会 一 宮 聖 光 教 会 聖 ス テ パ ノ 教 会 社 会 福 祉 法 人 聖 霊 病 院 日 本 福 音 ル ー テ ル 希 望 教 会
日 本 キ リ ス ト 教 団 半 田 教 会 カ ト リ ッ ク 魚 津 教 会 カ ト リ ッ ク 高 蔵 寺 教 会 日 本 キ リ ス ト 教 団 天 白 教 会
日本キリスト教団南山教会カトリック神言修道会多治見教会名古屋ＹＷＣＡ日本キリスト教団名古屋桜山教会
日比野カトリック教会

- １ １ -



５
５
５
１
～
５
～
５
５
１
５
１

ｊ？４時間眠βぬ μ
１９８５年の開局当初より名古屋いのちの電話には以下のよう

な大きな課題がありました。

１．相談員を養成確保する

２．活動の拠点となる施設を整伽する

３．社会福祉法人の認可を受ける

４．財政の基盤を確立する

５．眠らぬダイヤル２４時間受信体制を実現する。

開局以来１４年間を経過し、１～４の課題はそれぞれに、難問

をかかえながらも、協力者奉仕軒の知恵と力を集めて、何と

かクリヤーすることが出来て、１９９６年には１０周年を記念して

全 国 研 修 会 を 名 古 屋 に 於 て 川 催 し 、 目 的 と す る 福 祉 の 実 践 に

成果をあげて来ることが出米ました。

し か し 、 第 ５ の 課 題 で あ る 割 峙 川 、 眠 ら ぬ ダイヤル の 火 現

は困難な道程でありました。川局当初の強行実施の機会を見

送った後は、暫定的な午後１０時までの１２時間受ａ体制が固定

した状態が続くことになりました。

２４叶間受信は、日本いのちの竃活連盟の基本線の一つでも

あり、名古屋に於ても自己確認に煩する話題が起るたぴに、

早期実現への川待や決意が罵られたことでした。

Ｃ 心

４感ミ
このテーマに関 して 全 相 談 貝 の ア ン ケ ー ト 調 査 も 両 三 度 実

施され、相談員の２４時間に対する意識は積極的な昂まりを示

し、あとは、これを可能にする施設、場所を与えられること

が、残された大きな課題でありました。種々の機会に２４時間

受 信 可 能 な 場 所 を 求 め 努 力 が 重 ね ら れ ま し た が 、 容 易 に 道 が

見いだせないで年を重ねておりました。

こう し た 背 景 の 中 で、 罵 志 家 内 川 正 邦 氏 よ り 、 好 意 あ る 提

案 を 頂 き 大 い に 勇 気 づ け ら れ る こ と に な り ま し た 。 眠 ら ぬ ダ

イヤルを可能にする場所を確保する道が川かれて、１９９８年度

は、八体的な諸準備に明け暮れる年となりました。

現 代 社 会 で は 、 生 き る こ と に 困 難 を 覚 える 人 に と って は 深

夜 の 孤 独 と 不 安 は 、 は か り 知 れず、 心 の 危 機 に は 朝 ま で 待 て

ない場合のあることは容易に想陳できることです。しかし２４

１１削川受Ｇのためには相談員のための環擬態燃生活時間の調

雛 、 健 康 竹 理 等 の 他 、 質 、 量 に わ たる 課 題 も 多 く 、 そ の 克 服

のためにはかなりのエネルギーを必要といたします。

スタートした「眠らぬダイヤル」は、１４年間に蓄積された

ノウハウと冊熱をもって、価他ある課題に、立ち向かおうとし

ています。

- １ ２ -

｜

〃

〃

ご協力をお願いします
いつも資金ホラソティアとして会北やご寄付をいただき有難うございます。心から御礼申し，
年問２，０００万円の迎営資金と共に，法人の基金を１０年間で１億円積立の課題を与えられてお
会員の皆様の倍旧のご支援と共に，会貝増加の運動にもお力を添えて下さいますようお願し
法人となり寄付金の税法上優遇措置が受けられます。誠に失礼ですが振込票を同封させてし
す。ご利用くだされば幸いです。

（Ｄ法人会費年間５万円・１０万円・２０万円
（２〉賛助会員（年間１口）Ａ１０，０００円Ｂ５，０００円Ｃ３，０００円
（３）一般寄付はご自由な金額で結構です。
（４）夏期・年末寄付
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